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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開日】平成22年4月8日(2010.4.8)
【年通号数】公開・登録公報2010-014
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【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  20/12     (2006.01)
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   Ｇ１１Ｂ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年4月6日(2010.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　追記型記録媒体に対してシーケンシャル記録を行うドライブ装置であって、
　前記追記型記録媒体は、データ領域と、ディスク管理情報領域とを含み、
　データ領域は、交替領域と、ユーザデータ領域とを含み、
　前記ディスク管理情報領域には、前記追記型記録媒体を管理するためのディスク管理情
報が記録されており、
　前記データ領域には、複数の物理アドレスとが割り当てられており、
　前記ユーザデータ領域には、複数の論理アドレスが割り当てられており、
　前記ユーザデータ領域には、少なくとも１つトラックが割り付けられており、
　前記ディスク管理情報は、前記少なくとも１つのトラックを管理するためのトラック管
理情報を含み、
　前記トラック管理情報は、トラック内で最後にデータが記録された位置を示す物理アド
レスである最終記録アドレスを含み、
　前記ドライブ装置は、
　前記追記型記録媒体に対して記録動作または再生動作を行う記録再生部と、
　前記記録再生部を制御するドライブ制御部と、
　を含み、
　前記ドライブ制御部は、
　前記ディスク管理情報領域から前記ディスク管理情報を読み出すことと、
　前記ディスク管理情報に基づいて、前記複数の論理アドレスと前記複数の物理アドレス
との対応関係を示す初期論理アドレス－物理アドレスマッピングを決定することと、
　データが記録されるべき位置を示す論理アドレスを含む記録指示を受け取ることと、
　前記初期論理アドレス－物理アドレスマッピングに従って、前記記録指示に含まれる前
記論理アドレスを物理アドレスに変換することと、
　前記記録指示に含まれる前記論理アドレスに対応する前記物理アドレスと前記トラック
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管理情報とに基づいて、前記少なくとも１つのトラックのうちの１つのトラックを決定す
ることと、
　前記決定されたトラック内の前記最終記録アドレスに基づいて、前記決定されたトラッ
ク内における次にデータが記録可能な位置を示す物理アドレスを次回記録可能アドレス
として決定することと、
　前記記録指示に含まれる前記論理アドレスに対応する前記物理アドレスと前記次回記録
可能アドレスとを比較することと、
　前記記録指示に含まれる前記論理アドレスに対応する前記物理アドレスが前記次回記録
可能アドレスより小さい場合には、
　　前記記録指示に含まれる前記論理アドレスに対応する前記物理アドレスによって示さ
れる位置以外の特定の位置であって前記交替領域および前記ユーザデータ領域の一方の領
域における特定の位置に前記データを記録するように前記記録再生部を制御することと、
　　前記記録指示に含まれる前記論理アドレスに対応する前記物理アドレスを前記特定の
位置を示す物理アドレスにマッピングする交替管理情報と前記データ記録によって更新さ
れた前記最終記録アドレスとを含み、前記交替管理情報が、前記特定の位置が前記交替領
域内の位置および前記ユーザデータ領域内の位置のいずれであるかを判別するための判別
情報を含む新たなディスク管理情報を生成することと、
　　前記新たなディスク管理情報を前記ディスク管理情報領域に記録するように前記記録
再生部を制御することと、
　を含む処理を実行することと、
　前記記録指示に含まれる前記論理アドレスに対応する前記物理アドレスが前記次回記録
可能アドレスに等しい場合には、
　　前記記録指示に含まれる前記論理アドレスに対応する前記物理アドレスによって示さ
れる位置に前記データを記録するように前記記録再生部を制御することと、
　　前記データ記録によって更新された前記最終記録アドレスとを含む新たなディスク管
理情報を生成することと、
　　前記新たなディスク管理情報を前記ディスク管理情報領域に記録するように前記記録
再生部を制御することと
　を含む処理を実行することと、
　を含む処理を実行する、ドライブ装置。
【請求項２】
　前記追記型記録媒体は、複数のＥＣＣクラスタを含み、
　前記複数のＥＣＣクラスタのそれぞれは、複数のセクタを含み、
　前記複数のセクタには前記複数の物理アドレスがそれぞれ割り当てられており、
　前記次回記録可能アドレスは、前記最終記録アドレスを含むＥＣＣクラスタの次のＥＣ
Ｃクラスタに含まれる先頭セクタの物理アドレスである、請求項１に記載のドライブ装置
。
【請求項３】
　前記決定されたトラックは、オープントラックであり、
　前記ユーザデータ領域における特定の位置は、前記決定されたトラック内の次回記録可
能アドレスによって示される位置として決定される、請求項１に記載のドライブ装置。
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